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 １ 右の図のような長方形 ABCDがあります。点 PはＢを出発して、

秒速２㎝で、長方形ＡＢＣＤの辺上を C、Ｄを通ってＡまで動きます。

点 PがＢを出発してからχ秒後の△ABPの面積をｙ㎠として、χと

ｙの関係について調べましょう。 

（１） 点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき、ｙをχの式で表しましょう。 

 

（２） 点Ｐが辺ＣＤ上を動くとき、ｙをχの式で表しましょう。 

 

（３） 点Ｐが辺ＤＡ上を動くとき、ｙをχの式で表しましょう。 

 

（４） △ABPの面積が３０㎠になるのは、点ＰがＢを出発してから何秒後でしょう。 

 

 

 

 ２ 右の図のような長方形 ABCDがあります。点 P、Ｑは、Ｂを同

時に出発して、点Ｐは秒速 2ｃｍで辺ＢＣ上をＣまで動き、点Ｑは

秒速 1ｃｍで辺ＢＡ上をＡまで動きます。点 P、ＱがＢを出発して

からχ秒後の△ＱBPの面積をｙ㎠として、χとｙの関係について

調べましょう。 

（１） 下の表を完成させましょう。 

（２） ｙをχの式で表しましょう。 

 

 

（３） △ＱBPの面積が 18㎠になるときのχの値を求める方法を説明しましょう。 

 

 

 

※この章では、 ｙがχの関数で、 ｙがχの２次式で表されるもののうち、 ｙ＝aχ２ の形で表される関数

について考えていきます。これまでに学んできた関数のとくちょうと比べながら学習をしていきましょう。 

 

 解答   １   ⑴ ｙ＝６χ   ⑵ ｙ＝３６   ⑶ ｙ＝90-６χ  ⑷ ５秒後 または １０秒後 

         ２   ⑴ 左から １、４、（９）、１６、２５  ⑵ ｙ＝χ２  ⑶ ｙ＝χ２にｙ＝１８を代入し、2次方程式を解けばよい。 

χ （秒） ０ １ ２ ３ ４ ５ 

 ｙ  （㎠） ０   9   

＜単元＞ ４章 関数 （教科書３年p.99～p.131） 

＜課題＞ 点 Pが長方形の辺上を動くときにできる図形の面積について、変化のよう

すを調べましょう。 
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例）χ＝３のとき 

 △ＱＢＰの面積ｙ㎠は、 

  底辺はＢＰで、６ ㎝ 

  高さはＢＱで、３ ㎝ 

 だから、ｙ＝
１

２
×6×3  よって、 y=９ 


